
  南のかぜは、発足 2年を経過し法定後見と任意 

後見の受任件数が増え、少しずつ地域のニーズ 

に応えています。 

 

おめでとう

ございます。 

 
平成２７年８月２６日

に「新しい家族信託」につ

いて講演いただいた、遠藤

英嗣弁護士（稲城市在住）

が春の叙勲で瑞宝重光章

を受章されました。 

 

   

                       

                        
 

    

                         
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

                         

    
 
 

                    
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
   

創刊号 ＮＯ．3 

発行日 平成 28 年 7 月吉日 

発 行 特定非営利活動法人  

ソーシャルネット南のかぜ 

 

「ソーシャルネット南のかぜ」の目指すもの 

ソーシャルネット南のかぜが、法人で成年後見人を受任する仕組みや、市民後見人の養成

(南のかぜでは地域後見人と呼びます)を考えたのは、地域の人々とつながって支え合いの輪

を広げ、安心した生活を一緒につくる事を目指しているからです。私たちが活動するエリア

の稲城市や多摩市、日野市、狛江市では、成年後見制度の法人後見や、法人後見監督、市民

後見人の養成等の仕組みとして、身近な地域での取り組みが必要となっています。 

◆ 法人後見のメリット ◆ 

① 本人を中心においた支援が継続できます。 

本人の自己決定のためのていねいな支援を行います。 

法人が受任しますから、長期間の支援も安心です。 

② 適切な後見活動で、安心を届けます。 

１対１の関係だけでなく、法人内のチェックの目があります。 

法人内に相談できる経験の蓄積があります。（モニタリング・事例検討の仕組み） 

③ 熱い心をもった会員の集団です。 

法人の理念に基づいた活動です。地域後見人も経験者と一緒に活動しています。 

人はだれにでもひとりでは解決できない事は支援を受ける権利があります。 

④ 生活見守り型の任意後見契約も提案できます。 

身近な言葉で書かれたわかりやすい任意後見の契約内容を考えます。 

 

 

 

 

 

Ｈ28 年度 第３回 定期総会を開催しました。 

5 月 29 日（日）ｉプラザ  

第１号議案  ○平成 27 年度事業報告書 

第２号議案  ○平成 27 年度決算報告書・監査報告 

第 3 号議案  ○平成 28 年度事業計画書 

第 4 号議案  ○平成 28 年度予算書 

以上、すべてが承認されました。続いて、 

記念学習会「消費者被害の現状」と懇親会を開催しました。 



    

   

 

          

今
年
も
、
５
月
４
日
、
稲
城
手
づ
く

り
市
民
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
沢
山
の
提
供

品
を
頂
き
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
午
前
中
、
悪
天
候
だ
っ

た
た
め
、
開
始
時
間
を
１０
時
半
に
変

更
。
去
年
同
様
、
開
始
早
々
に
、
多
く

の
人
が
買
い
に
来
ま
し
た
。
今
回
は
、

食
器
類
が
早
く
に
売
れ
ま
し
た
。
開

店
と
同
時
に
来
る
方
の
勢
い
が
す
ご

い
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
売

り
上
げ
の
方
も
順
調
に
伸
び
、
昨
年

以
上
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

売
れ
筋
と
し
て
は
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
生
地
な
ど
、
高
級
品
も
良

く
売
れ
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
そ
う
い

っ
た
経
験
を
活
か
し
、
売
り
場
を
拡

張
し
て
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 

事
務
局 

 
 
 
 

 
 
 

 

        

身
近
に
あ
る
消
費
者
被
害
に
つ
い

て
、
丁
寧
に
説
明
頂
き
、
最
近
の
動
向

に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
携
帯
電
話
や
、
Ｉ
Ｔ
の
課
金

の
問
題
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
企
業
側

の
姿
勢
が
、
障
害
者
権
利
条
約
や
、
障

害
者
差
別
解
消
法
に
、
ま
だ
ま
だ
追

い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
合
理
的
配
慮

（
教
育
や
就
業
そ
の
他
の
社
会
生
活

に
お
い
て
平
等
に
参
加
で
き
る
よ
う

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
特
性
や
困
り
事
に

応
じ
た
配
慮
の
事
）
に
つ
い
て
、
も
っ

と
学
習
し
て
頂
き
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。
成
年
後
見
を
推
進
す
る
専
門
職

も
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
Ｉ
Ｔ
等

の
知
識
等
を
積
極
的
に
学
習
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認
識
い
た

し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

担
当
理
事 

  

昨
年
度
同
様
、
原
則
２

カ
月
に
一
度
、
開
催
す
る

予
定
で
す
。 

会
員
同
士
が
交
流
を
深

め
、
事
業
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。 

日
頃
抱
え
て
い
る
疑
問
や
困
っ
た
事

な
ど
も
、
率
直
に
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

又
、
仕
事
を
も
っ
て
い
る
会
員
が
多

い
た
め
、
夜
の
会
合
に
も
拘
わ
ら
ず

出
席
率
が
よ
く
、
様
々
な
情
報
や
意

見
が
飛
び
交
う
学
び
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
毎
月
開
か
れ
る
事
例
検

討
会
な
ど
で
実
際
の
現
場
で
の
実
情

を
知
る
事
が
で
き
ま
す
。 

安
心
で
き
る
人
と
つ
な
が
っ
て
い

け
れ
ば
、
心
穏
や
か
な
生
活
を
送
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

随
時
、
会
員
募
集
中
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 

廣
田
雅
恵 

 

昨
年
の
七
月
に
南
の
か

ぜ
の
法
人
後
見
の
保
佐
人

を
受
任
し
ま
し
た
。 

退
職
後
は
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
成
年
後
見
人

の
仕
事
を
地
域
で
や
り
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
現

役
中
は
「
ぱ
あ
と
な
あ
東

京
」
の
会
員
に
な
っ
て
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
介
護
保
険
と
同
時
に
新
設

さ
れ
た
成
年
後
見
制
度
は
、
当
初
、
世

の
中
で
の
認
知
度
は
低
く
、
銀
行
に

手
続
き
に
行
っ
て
も
窓
口
の
職
員
が
、

私
が
な
に
か
言
う
ご
と
に
奥
の
上
司

ら
し
き
人
に
聞
い
て
、
ま
た
、
そ
の
上

司
も
ど
こ
か
に
電
話
を
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。
手
続
き
に
三
時
間
も
か

か
り
ま
し
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事

を
し
な
が
ら
、
後
見
活
動
で
人
に
会

う
度
に
、
成
年
後
見
制
度
の
説
明
を

し
て
、
と
て
も
大
変
な
日
々
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
成
年
後
見
人
の
役
割
の

重
さ
と
孤
独
な
仕
事
に
、
最
初
の
思

い
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り

退
職
と
同
時
に
成
年
後
見
の
活
動
は

や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
折
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト 

南
の
か
ぜ
」
か
ら
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
法
人
後
見
で
複
数
体
制
と
の

こ
と
で
、
な
ん
と
か
で
き
る
か
な
、
社

会
貢
献
が
で
き
る
か
な
と
の
思
い
も

あ
り
入
会
し
ま
し
た
。
法
人
後
見
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
何
よ
り
も
超
ベ
テ
ラ

ン
の
会
員
と
の
複
数
体
制
な
の
で
、

心
強
い
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

利
用
者
よ
り
後
見
人
の
方
が
先
に
亡

く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
中
で
、
法

人
後
見
は
、
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と

な
く
続
く
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
者

に
と
っ
て
は
安
心
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

 

私
は
、
東
京
都
第
三
者
評
価
者
、
市

内
の
ガ
ー
デ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
運

営
協
議
会
の
市
民
委
員
、
高
齢
者
の

会
食
会
の
食
事
作
り
、
健
康
運
動
指

導
士
の
更
新
の
た
め
の
研
修
参
加
等

な
ど
・
・
・
毎
日
、
忙
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
被
保
佐
人
に

定
期
的
に
面
会
に
行
き
ま
す
が
、
被

保
佐
人
が
私
の
顔
を
見
る
な
り
、
に

っ
こ
り
さ
れ
る
様
子
に
安
心
感
を
覚

え
ま
す
。
長
い
人
生
の
中
で
楽
し
い

こ
と
辛
い
こ
と
も
沢
山
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
被
保
佐
人
が
穏
や
か

に
、
心
安
ら
か
に
日
々
送
れ
る
よ
う

に
少
し
で
も
お
手
伝
い
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

大
井
桂
子 

 

私
は
一
昨
年
南
の

か
ぜ
に
入
会
し
、
南

の
か
ぜ
の
権
利
擁
護

講
座
で
成
年
後
見
制

度
と
任
意
後
見
制
度

を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
昨
年
度
か
ら
後

見
人
と
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

初
心
者
が
受
任
す
る
の
は
不
安
で
一

杯
で
し
た
が
、
長
い
経
験
の
あ
る
先

輩
と
ペ
ア
で
活
動
し
、
色
々
な
場
面

で
教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
受
任

を
決
心
し
ま
し
た
。
後
見
人
と
は
堅

苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
こ
の
一

年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
被
後
見

人
の
方
を
支
え
る
た
め
に
、
そ
の
方

を
良
く
知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
後
見
活
動
と
は
地
域
で
の
顔
と

顔
が
見
え
る
関
係
が
大
切
だ
な
あ
と

し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。
被
後
見
人
の

方
の
今
ま
で
の
近
隣
と
の
お
付
き
合

い
や
、
通
っ
て
い
る
病
院
や
、
支
え
て

く
れ
る
機
関
な
ど
、
地
域
に
住
む
後

見
人
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
方
の
本
当

の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
出

来
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
後
見
人

と
し
て
活
動
を
行
う
上
で
、
法
的
な

問
題
や
他
の
難
し
い
問
題
も
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
南
の
か
ぜ
で
は

弁
護
士
の
先
生
の
相
談
会
も
あ
る
の

で
安
心
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ま
、
南
の

か
ぜ
に
参
加
し
て
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

 
 
 

鈴
木
禎
子 

フリ－マ－ケット 

売上 34,650 円 

[

講
師]

東
京
都
消
費
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
・
消

費
生
活
相
談
員 

早
川
恵
子
氏 

成年後見人を 

受任して 

 

出前講座 

消費者被害の現状 

 
会員連絡会 



権利擁護講座のご案内 

市民後見人を目指す一般市民、

会員を対象に制度理解・申立準備・

申立書の作成、後見活動の実際ま

で４回の連続講座を開催中。 

お電話下さい  ＴＥＬ・ＦＡＸ ０４２-３７９－８４８５ 
弁護士による専門相談（有料・予約制） 

一般相談・随時受付 初回２時間無料（事務所内相談・訪問相談（要予約）・電話相談含）※２時間以降は有料 

 

裁
判
所
の
公
表
資

料
か
ら
、
成
年
後
見

人
等
と
本
人
の
関
係

に
つ
い
て
経
過
を
調

べ
考
察
し
ま
し
た
。 

申
立
件
数
は
平
成

１２

年
の
９
千
件
か

ら
平
成

２７

年
の
３

万
４
千
件
ま
で
年
ご

と
に
増
え
て
い
ま
す
。

ト
ー
タ
ル
の
利
用
件

数
は
平
成
２７
年
度
末
で
約
１８
万
件

と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 
 グ

ラ
フ
を
見
て
み
ま
す
と
、
平
成
１８

年
の
申
立
件
数
が
突
出
し
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
年
の
公
表
資

料
か
ら
、
本
人
の
年
齢
別
割
合
を
見

る
と
、
２０
歳
代
か
ら
５０
歳
代
の
申
立

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後

見
人
と
本
人
と
の
関
係
を
見
る
と
、

こ
の
年
だ
け
、
親
が
後
見
人
に
な
っ

た
割
合
が
全
体
の
３
割
近
く
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
（
現
在
の
障
害
者
総
合
支
援

法
）
の
施
行
に
よ
り
、
措
置
か
ら
契
約

に
変
わ
り
、
利
用
契
約
の
た
め
に
後

見
人
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。 

次
に
、
成
年
後
見
人
等
と
本
人
の

関
係
に
つ
い
て
、
経
年
変
化
を
見
て

み
ま
し
た
。 

 

 

 

平
成
２４
年
に
親
族
と
親
族
以
外

の
後
見
人
の
割
合
が
逆
転
し
、
第
三

者
の
後
見
人
の
申
立
件
数
が
過
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
第
三
者
後
見
人

の
内
訳
を
見
て
み
る
と
下
表
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
後
見
人

に
つ
い
て
調
査
が
開
始
さ
れ
た
平
成

23
年
以
降
の
数
字
で
日
本
全
国
で
の 

件
数
で
す
。
当
法
人
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ

Ｏ
で
行
っ
て
い
る
法
人
後
見
は
、
こ

の
表
の
「
そ
の
他
法
人
」
の
受
任
件
数

に
該
当
し
ま
す
。 

成
年
後
見
制
度
が
社
会
に
浸
透
す

る
に
つ
れ
て
、
後
見
人
等
の
不
足
が

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
専

門
職
団
体
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
研
修
を

行
い
、
修
了
者
が
家
庭
裁
判
所
の
後

見
推
薦
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
す
。

専
門
職
が
受
任
で
き
る
数
に
は
限
界

が
あ
り
、
受
任
者
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
一
般
の
市
民
に
研
修

を
行
い
、
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

１７
年
か
ら
２５
年
度
ま
で
は
東
京
都

が
養
成
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地

域
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
養
成
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
南
の
か
ぜ

で
は
、「
地
域
後
見
人
」
と
し
て
、
研

修
を
終
え
た
方
に
法
人
後
見
の
後
見

活
動
を
一
緒
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 

 

田
村
篤
子 

            

 

 

   
 

2,734（禁治産・準禁治産）

9,007

32,629

34,782
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H23 55.6  3,278  4,872  2,740  340  74  704  15  92  782  205  13,102  44.4  

H24 48.5  4,613  6,382  3,121  402  71  829  21  118  884  161  16,602  51.5  

H25 42.2  5,870  7,295  3,332  560  81  864  22  167  959  129  19,279  57.8  

H26 35.0  6,961  8,716  3,380  697  64  835  17  213  1,139  108  22,130  65.0  

H27 29.9  8,000  9,442  3,725  821  85  822  21  224  1,185  169  24,494  70.1  

【一口メモ・空芯菜】  

空心菜は中国からきた夏が旬の野菜です。茎の中が空洞になっていることか

らこの名前が付きました。葉にはぬめりがあり、茎はしゃきしゃきとした歯ご

たえがあります。栄養価の高い野菜でほうれん草の約 4倍のカルシウム、約 5

倍のビタミン A、約 2 倍のビタミン B、ビタミン C、が含まれています。 

成年後見関係事件の概況 
（平成１２年～平成２７年） 

参考資料：裁判所ホームページ

（http://www.courts.go.jp/） 
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５つの生活場面（個人の権利、生活環境、健康管理と医療、労働と社会生活力の向上、安全な環境） 

Personal Living Arrangements Healthy Care Work & Habilitation Safe Environment 
 

米国ニュージャージー州の人権保護団体(The Guardianship Association of New Jersey, Inc)が刊行している

「日常生活における権利と責任を具体的に理解するために“Where Human Rights Begin: Human Rights and 

Guardianship for Individuals with Developmental Disabilities”」という発達障害（developmental 

disabilities）者のための活動報告書の第１部に自己決定：権利と責任の例が記載されています。その中の「26 

の権利と責任“Summary Chart Of 26 Human Rights”」について、この「南のかぜだより」に連載しています。

（１．「Respect」は前号に記載）。 

  

セルフアドボカシーの権利とは、「自分の思

いや希望を誰かに伝える」「自分で自分の権利

を守る」とあります。そして責任とは、「自分の

権利と責任について学ぶ」「自分が伝えたいこ

とを話したり伝える」「助けが必要な時に助け

を求める」「必要な時には人権擁護委員と会う」

と書いてあります。 

 私自身もこのセルフアドボカシーの実践に

ついては容易なことではありません。自分が我

慢すれば済むことであれば、我慢してしまう、

口を濁してしまうことがよくあるからです。し

かし、アドボカシーは、権利擁護とも代弁とも

翻訳されています。被後見人の認知症グループ

ホームを訪ねた時のことです。言動が拒否的で

あるとして、施設職員から精神科受診を勧めら

れましたが、拒否は認知症であれば当然のこと

と考えていましたので、「往診医を変えてくだ

さい」とお願いしてみました…。現在は、医師

の変更ではなく、施設職員の対応方法を工夫す

る方法でやっているとの報告を受けています。

直接利用者同士の触れ合いは少なくなりまし

たが、周りの様子を感じながら生活している本

人の日常を見られることが大切に思えていま 

 

す。私は長い間、女性の相談にかかわってきま

した。女性活躍推進法が昨年 8 月 28 日に国会

で成立しました。今の日本で、女性が子どもを

産んで働く厳しさが話題になることが続いてい

ます。平成 27年 12 月 16 日、最高裁で再婚禁止

期間に関する判決（一部違憲であるとされ）300

日が 100 日と再婚禁止期間が短縮されました。

一方、夫婦別姓に関する民法改正案は違憲とは

なりませんでした。昭和 60 年の女性差別撤廃条

約の批准と男女雇用機会均等法の施行から 30

年が経過してもなお、女性の環境は、当時と本

質的には変わっていないように思えます。 

女性の歩みと同様、障害者差別が解消される

までには、同じような時と時間がかかるのでし

ょうか。子どもに権利と責任について教えるこ

とは簡単ではありません。セルフアドボカシー

を伝えることは、さらに簡単なことではないと

思いますが、日ごろの地道な歩みが大切だと考

えます。私の権利は、未来に続く子どもたちの

権利でもあるからです。このテーマについて考

えることは、「セルフアドボカシーの実践」を

大切にしなければならないことを再認識する機

会となりました。         大輪典子 

会員募集中です。 あなたも会員に！ 

私たちの活動は、会員の会費に支えられています。  

正 会 員 <入会金> 個人 10,000 円 団体 1口 10,000 円  

<会 費> 個人 12,000 円 団体 1口 20,000 円 

賛助会員 <入会金> なし    

<会 費> 個人 3,000 円 団体 1口 10,000 円 

≪連絡先≫   特定非営利活動法人  

ソーシャルネット南のかぜ事務局 

〒206-0804 東京都稲城市百村 1620-18 

Tel & Fax 042-379-8485 

Mail: minaminokaze@triton.ocn.ne.jp 

URL: http://minaminokaze-social.net/ 

営業時間：10：00～16：00（土日祝日は除く） 

京王相 

稲城駅 

スイミング 

 

三井ホーム 

 

コンビニ 

 

２．「Self-Advocacy」セルフアドボカシーについて 

 


